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研究成果の概要（和文）：脳卒中麻痺側上肢に、ミラーセラピー（MT）、随意運動介助型電気刺激（IVES）、治療的電
気刺激（TES）、促通反復療法（RFEs）、通常訓練の5つの訓練方法をランダムに割り付け、1日20分、4週間の介入を行
った。4週後のFugl-Meyer Assessment（FMA）上肢運動項目合計点を目的変数とし、年齢、発症後期間、訓練方法、入
院時の上肢機能評価項目を説明変数とし決定木分析を行った。FMA手指が3点未満、FMA肩・肘が3点未満では、MT、TES
、RFEsが選択された。また、FMA手指が8点以上、FMA手関節が8点未満では、通常訓練以外の訓練方法が選択された。

研究成果の概要（英文）：Five rehabilitation techniques of MT, IVES, TES, RFEs, and CT were applied to the 
affected upper limbs of 131 hemiplegic patients divided randomly into 5 groups. Each training group carrie
d out daily twenty-minute rehabilitation for 4 weeks. A decision tree analysis was made using the dependen
t variable set to the total score of the Fugl Meyer Assessment (FMA) of the 4th week of the upper limb mot
ion and the independent variables which were age, days after stroke onset, training methods, and the time 
of the upper limb function assessment. For those patients with fingers FMA of less than 3 points with a sh
oulder and elbow FMA also less than 3 points, three methods of MT, TES and REFs were selected for rehabili
tation methods. The hemiplegic patients with fingers FMA more than 8 points and wrist FMA less than 8 poin
ts were assigned to other training groups for rehabilitation except CT group.
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１．研究開始当初の背景 
 われわれは 2008 年度から科学研究費補助
金(若手研究（B）)の申請を受け、「脳卒中
患者の麻痺側上肢に対する治療的電気刺激
の効果」について検討を行ってきた。多種の
電気刺激治療器がある中で、表面電極による
随意筋電介助型電気刺激装置（Integrated 
Volitional control Electrical 
Stimulation:IVES）を用い、手関節背屈自動
運動角度の向上、運動麻痺の改善などの効果
が得られることを報告した。しかし、IVES と
他の訓練を併用することで、さらなる機能改
善効果が得られることを期待し、本研究を立
案した。本研究では、IVES に促通反復療法を
併用した。促通反復療法は麻痺側上下肢への
促通手技により運動性下行路の興奮水準を
高め、意図した運動を反復させる方法であり、
軽度〜中等度の麻痺レベルに対して、臨床上
有益であると報告されている。これまでの麻
痺側上肢機能に対する治療はそれぞれの方
法での単独使用がほとんどであったため、
IVES と促通反復療法を併用させた効果
(Hybrid-IVES)についてその訓練効果を検討
するに至った。 
 
２．研究の目的 
 麻痺側上肢の機能回復訓練において， 
IVES または促通反復療法が、どのような患者
に効果的かを検証する。また、その結果を踏
まえ、Hybrid-IVES を行う群を設定し、適応
患者を明確にしていくことも目的とする。 
 
３．研究の方法 
 今回の研究に同意した初発脳卒中患者 131
名を対象とした。なお、訓練に支障を来す重
篤な併存症がなく、訓練に対する指示理解が
得られない患者、重篤な高次脳機能障害を認
める患者はあらかじめ除外した。 
 研究デザインは無作為割り付けによるラン
ダム化比較試験を採用した。ランダム化はコ
ンピュータにて、5群の乱数表を作成し、エン
トリーされた順番に割り付けを行った。 
 5群の訓練方法は、Mirror Therapy（MT）、
IVES、治療的電気刺激（Therapeutic 
Electrical Stimulation：TES）、促通反復療
法、通常訓練とした。通常訓練は関節可動域
訓練やADL訓練を行い、MT、IVES、TES、促通
反復療法などを用いた訓練は行なわなかった。 
 1日における訓練時間は理学療法、作業療法、
言語聴覚療法を合わせて1日約3時間行い、割
り付けられた訓練方法は作業療法の訓練時間
内に実施し、1日20分間、入院から4週間実施
した。 
 評価項目は、Fugl-Meyer Assessment（FMA）
の上肢運動項目（肩・肘、手関節、手指）、
麻痺側の握力・ピンチ力、上腕二頭筋と手関
節屈筋群の Modified Ashworth Scale（MAS）、 
Functional Independence Measure（FIM）を
入院 2日目（入院時）、入院 28 日後（4週後）
に評価した。 

 統計学的処理はMacintosh版JMP9.0の決定
木分析(Partition)を使用した。4週後のFMA
上肢運動項目合計点を目的変数とし、年齢、
発症後期間、5つの訓練方法と開始時のFMA
肩・肘、手関節、手指、上腕二頭筋と手関節
屈筋群のMAS、 麻痺側の握力・ピンチ力、FIM
の運動項目と認知項目を独立変数とした。 

 

４．研究成果 
 FMA 上肢運動項目合計点を説明変数とした
決定木分析の結果、FMA 手指が 3 点未満で、
かつ FMA 肩・肘が 3点未満の重度麻痺者の場
合、MT、TES、促通反復療法が効果的であっ
た。一方、FMA 手指が 8 点以上で、かつ FMA
手関節が 8点未満の場合、対照群以外の訓練
方法が選択された。 
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